
各委員会に付託された議案等について、議会最終日に委員長が審査経過と結果を報告します。

総務文教常任委員会 岡田竜一 委員長

市民福祉常任委員会 笹川信子 委員長

経済建設常任委員会 坂井良永 委員長

【常任委員会審査レポート】

利用状況の変化や利用者の声などを踏まえ、１時間単位の利用料金を設定

４月に粟ヶ岳で登山競争の日本選手権を開催

主体性を大事にした指定管理体制を

議第５号　三条市八木ヶ鼻温泉保養交流施設条例等の
一部改正について

問以前、公共施設の料金設定の見直しを一斉にしたこと
があったが、なぜ、そのときに合わせてしなかったのか。
答平成23年度に行った見直しでは、利用の実態等を考

慮し１時間単位としなかったが、最近の利用状況の変
化や利用者の声などを踏まえて、このたび利用料金を
１時間単位とさせていただきたい。

議第14号　大崎小学校校舎棟大規模改修建築本体Ⅰ期
工事請負契約の締結について

問新しい中学校とバランスが取れる内装工事にしてくれ
るよう何回も言っているが、大丈夫か。
答外壁の色等も含め、一体感を出していきたいと考えてい

る。内装についても大きな格
差が生じることのないよう十
分配慮して進めてまいりたい。

議第15号　平成29年度三条市一般会計補正予算
問旧三条小学校の解体工事費として、今回地方債を廃止

して、来年度改めて起こしたいということであるが、１
年遅れることで支障はないのか。
答予定されている図書館等複合施設の建設スケジュー

ルに影響はない。

　付託された全議案について、全員異議なく原案の通り
決定すべきものとした。

議第４号　三条市営住宅条例の一部改正について
問八珍簡耐共同住宅および藤平住宅の入居者は、住宅

の廃止後どうするのか。
答他の市営住宅や民間アパートへの入居または県央寮

等の施設への入所が決まっており、転居に係る費用は
市が支援する。

議第15号　平成29年度三条市一般会計補正予算
問粟ヶ岳バーティカルキロメーター日本選手権は、雪の

残る粟ヶ岳を山頂まで一気に駆け上がる競技とのこと
だが、８合目の「午

うま

の背
せ

」のように登山道が狭く、両側
が谷になっている危険な場所もある。安全は確保でき
るのか。
答主催者と協議し、危険な場所には登山用ロープを張

る、誘導員を配置するなど十分な安全対策を講じる。な

お、天候や残雪の状況によっ
てはコース変更もあり得る。

議第16号　平成29年度三条市国民健康保険事業特別
会計補正予算

問国保税の普通徴収に係る仮算定による徴収の廃止に
ついて、被保険者に周知することが重要。どのような方
法を考えているか。
答徴収方法の変更と国民健康保険制度改正の概要に関

するお知らせを２月中に被保険者全世帯へ郵送する
予定。また、広報さんじょうおよびホームページに記事
を掲載するなど十分な周知に努める。

　付託された全議案について、全員異議なく原案の通り
決定すべきものとした。

議第９号　三条市白鳥の郷公苑の指定管理者の指定に
ついて

問法人等の経営主体がない地域の方が管理を担う場
合、指定管理者の負担が大きくなるのではないか。
答ボランティア的な要素はあるが、人件費を指定管理料

に含めている。また、自主事業によって利益も上げてお
り、課題があるようなことは聞いていない。主体的に動
いていただける形を取ることが非常に大事だと考えて
おり、定期的に意見交換を行いながら一緒になって
やっていきたい。

議第13号　市道路線の認定及び変更について
問市道大島164号線はいつ着工し、完成するのか。
答事業開始は来年度からとなる。当該市道は、県央基幹

病院に至る緊急輸送道路の
一つになることから、完成目
標時期は開院前の平成34年度中を考えている。

議第15号　平成29年度三条市一般会計補正予算
問栄地域の工業流通団地造成事業について、進出予定

の企業は何社あるのか。
答工業流通団地に関するアンケート調査は行ったが、申

し込みを開始しているわけではなく、企業数は未定で
ある。なお、分譲のお知らせをどのように行うか検討中
である。

　付託された全議案について、全員異議なく原案の通り
決定すべきものとした。

答	

事
業
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。
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携
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６
５
３
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５
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２
６
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２
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所
の
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関
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で
き
な
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中
。

高
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市
有
施
設
の
使
用
料
を
65
歳
以
上
は

無
料
に
で
き
な
い
か
。
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齢
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。
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固
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固
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は
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で
き
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。
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は
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中
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す
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た
。
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す
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と
い
う
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る
な

ら
ば
、
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い
の
か
。
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は

財
布
の
中
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審
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不

可
能
。
公
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し
て
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そ
市
長
。
５
人

と
は
誰
か
。
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新
潟
大
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の
沢
田
克
己
教
授
ほ
か
４
人
。
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長
が
負
け
た
裁
判
に
つ
い
て

問	

費
用
は
ど
こ
か
ら
支
出
。
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個
人
か
ら
。
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す
る
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度
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ふ
れ
あ
い
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ク
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旨
目
的
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何
か
。
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市
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の
方
々
に
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政
の
状
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を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
。

問	

成
果
の
達
成
度
と
費
用
対
効
果
は
。
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前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
参
加
者
は
増

え
た
。

問	

次
年
度
の
予
定
は
。

答	

開
催
予
定
。

問	「
三
条
市
の
財
政
状
態
」
は
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
え
た
か
。

答	

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
良
好
。

問	「
広
報
さ
ん
じ
ょ
う
」
の
予
算
執
行
状

況
は
市
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る
か
。

答	

認
知
さ
れ
て
い
る
。

問	「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
に
お
け
る
市
長

の
発
言
に
何
か
問
題
は
無
か
っ
た
か
。

答	

何
ら
問
題
は
無
い
。

大
河
津
分
水
路
の
改
修
工
事
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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